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東
京
地
方
本
部
は
一
月
九
日
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ

ッ
ド
（
日
暮
里
）
に
お
い
て
、
二
〇
一
九
年
新
春

団
結
旗
開
き
を
開
催
し
、
多
く
の
共
闘
の
皆
さ
ま
、

国
労
各
級
機
関
の
仲
間
が
集
ま
り
、
こ
の
激
動
の

一
年
を
全
力
で
闘
い
抜
く
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

　

一
一
時
に
石
井
書
記
長
の
司
会
で
旗
開
き
は
始
ま

り
、
最
初
に
鎌
田
委
員
長
か
ら
政
治
的
課
題
、
組
織

強
化
・
拡
大
、
一
九
春
闘
な
ど
に
ふ
れ
た
主
催
者
あ

い
さ
つ
が
さ
れ
た
（
内
容
別
掲
）。

　

ま
ず
東
京
交
運
労
協
・
佐
藤
副
議
長
が
「
東
京

都
に
対
す
る
政
策
要
求
を
出
し
、
回
答
を
得
て
い

る
。
鉄
道
各
社
の
努
力
も
あ
っ
て
、
回
答
内
容
は
悪

く
な
い
。
Ｊ
Ｒ
山
手
線
で
無
人
運
転
の
実
験
を
行
っ

た
。
全
線
高
架
の
ゆ
り
か
も
め
や
、
全
線
地
下
の
鉄

道
な
ら
わ
か
る
が
、
万
が
一
の
事
に
対
応
で
き
る
の

か
。
Ａ
Ｉ
の
進
化
を
検
証
し
て
い
く
。
我
々
の
使
命

は
、
人
と
し
て
、
安
全
を
守
っ
て
い
く
ス
タ
ン
ス
。

二
〇
二
〇
を
見
据
え
て
頑
張
っ
て
い
く
」
な
ど
の

来
賓
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
っ
た
。
続
い
て
、
こ
の

旗
開
き
を
共
催
す
る
国
労
東
日
本
本
部
・
大
沼
委

員
長
か
ら
乾
杯
の
発
声
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
多
く
の
来
賓
の
み
な
さ
ん
の
あ
い

さ
つ
が
続
き
、
東
京
全
労
協
・
寺
嶋
事
務
局
長

か
ら
は
「
二
〇
一
八
年
は
、
い
ろ
ん
な
法
律
が

改
悪
さ
れ
た
。
過
労
死
が
認
め
ら
れ
な
く
な

る
。
安
倍
首
相
が
『
過
労
死
を
無
く
す
』
と
言

っ
て
い
る
の
は
そ
う
い
う
意
味
。
三
六
協
定
締

結
権
を
使
っ
て
、
各
現
場
で
闘
っ
て
い
く
。
沖

縄
の
平
和
行
進
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
学

習
す
る
中
で
闘
い
を
共
に
進
め
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
東

京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
青
木
議
長
、
東
京
地

評
・
松
森
事
務
局
長
、
社
民
党
東
京
都
連
合
・

浅
田
副
代
表
、
日
本
共
産
党
・
吉
良
よ
し
子
参

議
院
議
員
か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
続
い
た
。

　

国
労
東
京
弁
護
団
・
鴨
田
弁
護
士
か
ら
は
「
Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
、
も
は
や
鉄
道
会
社
で
は
な
く
、
鉄

道
部
門
が
あ
る
不
動
産
会
社
に
な
っ
て
い
る
。
国

労
の
発
展
の
為
に
は
、
広
い
視
野
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
駅
ビ
ル
に
働
い
て
い
る
女
性
も
組
合
員
に
で

き
る
。
組
合
運
動
も
広
が
る
」、
髙
木
弁
護
士
か

ら
は
「
昨
年
、
働
き
方
改
革
・
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
の
制
度
が
通
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
皆
さ

ん
の
努
力
で
、
非
常
に
使
い
づ
ら
い
制
度
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
制
度
を
入
れ
た
企
業
は
、
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
だ
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
の
運
動
を
し
て
い

き
た
い
。
地
方
路
線
の
切
り
捨
て
が
続
く
。
国
鉄

を
分
割
す
れ
ば
地
方
は
成
り
立
た
な
い
。
東
日
本

の
中
で
も
地
方
は
成
り
立
た
な
い
。
鉄
道
は
最
も

大
切
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
国
労
は
何
を
考
え
る

 

来
賓
で
来
ら
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た
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ま
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光
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こ
の
他
、
全
国
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
、

国
鉄
労
働
会
館
・
ア
ベ
ニ
ー
ル
、
鉄
道
退
職
者
会

全
国
連
合
会
、
鉄
道
退
職
者
会
東
京
地
連
、（
株
）

Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
、
勤
労
者
総
合
サ
ー
ビ
ス
企
業
組

合
、
東
京
公
害
患
者
と
家
族
の
会
な
ど
か
ら
、
多

く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

新
春
旗
び
ら
き

　組
織
拡
大
を
誓
う

二
〇
一
九
年
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
安
倍
政
権
の
強
権
政
治
が
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
た
一
年
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
国
会
に

お
い
て
は
、「
働
き
方
改
革
」
一
括
関
連
法
を
は
じ

め
入
管
法
・
水
道
法
・
漁
業
法
の
改
悪
な
ど
数
の

力
と
国
家
権
力
を
背
景
に
次
々
と
強
行
可
決
・
成

立
さ
れ
る
な
ど
、
民
主
主
義
を
否
定
す
る
暴
挙
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
今
月
召
集
さ
れ
る
通
常
国

べ
き
か
。
労
働
組
合
の
原
点
を
訴
え
よ
う
」
な
ど
の

あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、
続
い
て
国
労
本
部
・
松
川
書
記

長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
で
前
半
が
終
了
し
た
。

　

後
半
は
常
盤
教
宣
部
長
の
司
会
に
交
代
し
、
都
労

連
、
自
治
労
東
京
都
本
部
、
全
水
道
東
水
労
、
中

央
労
金
な
ど
か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
続
い
て
青

山
秀
雄
団
長
を
先
頭
に
国
労
東
京
議
員
団
に
登
壇

し
て
い
た
だ
い
た
。
最
後
に
各
地
区
本
部
・
支
部

を
代
表
し
、
今
年
は
自
動
車
支
部
・
丸
山
委
員
長

か
ら
今
年
一
年
の
決
意
を
受
け
、
最
後
に
鎌
田
委

員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
こ
の
一
年
間
組
織

拡
大
を
は
じ
め
、
平
和
と
憲
法
の
問
題
な
ど
多
く

の
課
題
に
全
力
で
取
り
組
む
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

会
で
は
、
二
〇
二
〇
年
の
憲
法
改

悪
に
向
け
た
動
き
を
よ
り
加
速
さ

せ
て
く
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

安
倍
反
動
政
権
の
早
期
退
陣
を
求

め
て
い
く
た
め
に
、
広
範
な
仲
間
・

団
体
と
力
強
く
連
帯
す
る
中
で
、

引
き
続
き
、「
総
が
か
り
実
行
委
員

会
」
を
中
心
と
し
た
諸
行
動
、
国

労
東
京
と
し
て
も
取
り
組
み
の
強

化
を
図
っ
て
き
た
安
保
法
制
違
憲

訴
訟
運
動
の
前
進
・
強
化
な
ど
、

組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
本
年
は
、
春
に
第
一
九
回
統
一
自
治

体
選
挙
、
夏
に
は
第
二
五
回
参
議
院
議
員
選
挙

が
実
施
さ
れ
ま 

す
。
ま
さ
に
政
治
決
戦
で
あ
り
、

憲
法
決
戦
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
国

民
生
活
を
守
り
、
護
憲
・
平
和
と
民
主
主
義
の

理
念
を
掲
げ
た
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
、
全
て

の
力
を
総
結
集
し
闘
い
抜
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
国
労
東
京
が
、
そ
の
闘
い
の
先
頭
に
立

つ
事
を
ま
ず
決
意
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
直
面
す
る
課
題
で
あ
る
組
織
強
化
・

拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。
今
日
ま
で

「
全
て
の
闘
い
を
組
織
強
化
・
拡
大
運
動
に
集
約

し
よ
う
」
と
全
機
関
で
意
思
統
一
を
深
め
、
粘

り
強
く
、
実
践
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
昨

年
九
月
に
開
催
し
た
定
期
地
方
大
会
以
降
、
昨

年
一
二
月
に
三
名
の
貨
物
の
仲
間
の
国
労
加
入

が
報
告
さ
れ
、
東
日
本
会
社
と
の
一
括
和
解
以

降
一
三
一
名
と
い
う
数
に
到
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
日
常
的
な
職
場
改
善
活
動
の
積

み
上
げ
と
強
化
、
世
話
役
活
動
や
信
頼
関
係
づ

く
り
な
ど
持
続
的
な
取
り
組
み
が
着
実
に
成
果

と
し
て
表
れ
た
こ
と
は
明
白
で
す
。
組
織
強
化
・

拡
大
こ
そ
が
組
織
の
命
運
を
か
け
た
闘
い
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
先
進
的
な
取
り
組
み
の
経

験
に
学
び
合
い
、
成
果
と
教
訓
を
組
織
的
に
検

証
し
、
情
勢
認
識
を
一
致
さ
せ
る
中
か
ら
、
地

方
本
部
と
し
て
も
こ
の
一
年
間
、
精
力
的
に
拡

大
運
動
を
具
体
的
に
追
及
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
当
面
す
る
二
〇
一
九
年
春
闘
に
つ
い

て
で
す
。
こ
こ
数
年
、
安
倍
「
官
製
春
闘
」
の

動
き
が
強
ま
り
、
政
府
主
導
の
春
闘
が
作
り
出

さ
れ
て
い
る
情
勢
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
改
め
て
、
春
闘
の
歴

史
に
学
び
、
春
闘
の
変
質
を
許
さ
な
い
取
り
組

み
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
九
春
闘

は
、
生
活
で
き
る
賃
上
げ
要
求
の
実
現
を
は
じ

め
労
働
条
件
と
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
、
組

織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
な
ど
と
結
合
さ
せ

る
と
と
も
に
、
護
憲
・
平
和
・
民
主
主
義
、
格

差
是
正
な
ど
、
国
民
的
・
政
治
的
諸
課
題
と
も

連
動
さ
せ
た
取
り
組
み
と
し
て
発
展
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
全
て
の
仲
間
の
皆
さ

ま
の
、
こ
の
一
年
間
の
増
々
の
ご
活
躍
と
ご
健

勝
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
に
か
え
ま
す
。

委
員
長
あ
い
さ
つ



審
判
員
総
会

野球

緑川事務長　常盤教宣部長　深澤審判長

第 3位 大森選手　準優勝 長谷川選手

準優勝 吉田選手 第 3位 佐藤選手

Aクラス　優勝 鈴木選手

Bクラス　優勝 新井選手

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
皇
居
に
歓
声
続
く 

全分会長
会議
３月2日
(土)

田町交通ビル
１４：00～

第108回東京地本
拡大地方委員会
2 / 1 6 ( 土 )
開場　10：00
開会　10：30

新橋交通ビル
傍聴歓迎

さようなら
　　原発
全国集会
3月21日（木）

代々木公園

13：30～

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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れ
た
。
一
一
時
に
鎌
田
委
員
長
の
合
図
で
Ａ
ク
ラ

ス
二
周
、
Ｂ
ク
ラ
ス
一
周
が
同
時
ス
タ
ー
ト
。
寒
波

で
気
温
は
低
め
だ
っ
た
が
、
沢
山
の
皇
居
ラ
ン
ナ

ー
に
混
じ
っ
て
、
多
く
の
組
合
員
・
家
族
が
、
素
晴

ら
し
い
眺
め
の
五
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
に
走
り
だ
し
た
。

終
了
後
、
南
側
の
日
比
谷
公
園
入
口
へ
移
動
し
て

表
彰
式
・
閉
会
式
を
行
い
、
大
会
は
終
了
し
た
。

　

Ａ
ク
ラ
ス
（
二
周
）
は
、
蒲
田
駅
・
鈴
木
さ
ん

の
三
連
覇
と
な
っ
た
。
Ｂ
ク
ラ
ス（
一
周
）優
勝
は
、

新
井
さ
ん
（
立
川
車
掌
区
）。
東
京
第
一
事
業
所
Ｏ

Ｂ
で
七
四
歳
の
石
倉
さ
ん
も
六
位
に
入
っ
た
。　

　

今
年
も
、
マ
ラ
ソ
ン
の
運
営
に
、
各
地
区
本
部
・

支
部
、
国
労
東
京
ハ
ム
ク
ラ
ブ
、
国
労
東
京
走
友

会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
無
時
に
終

　

東
京
地
方
本
部
は
、
新
春
の

一
月
一
二
日
に
、
第
四
〇
回
新

春
団
結
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
は
今
年
も
皇

居
周
回
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

冬
晴
れ
で
風
も
ほ
と
ん
ど
無
い

絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
び
よ
り
の
元

で
行
わ
れ
た
。

　

一
〇
時
三
〇
分
に
開
会
式
が

行
わ
れ
、
鎌
田
委
員
長
か
ら
の

主
催
者
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
海

口
審
判
長
か
ら
の
諸
注
意
が
さ

了
で
き
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

国
労
東
京
野
球
審
判
団
は
一
月
二
〇
日
に
、
熱

海
・
玉
の
湯
ホ
テ
ル
に
お
い
て
審
判
員
総
会
を
開

催
し
た
。

　

総
会
は
一
五
時
に
緑
川
事
務
長
の
司
会
で
開
会

し
、
深
澤
審
判
長
か
ら
あ
い
さ
つ 

の
あ
と
、
地
本
・

常
盤
教
宣
部
長
か
ら
情
勢
報
告
な
ど
来
賓
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
昨
年
の
経
過
や
東
日

本
本
部
・
東
京
地
本
野
球
大
会
の
報
告
、
今
年
三

月
の
審
判
員
技
術
講
習
会
、、
八
月
・
九
月
の
地

本
野
球
大
会
の
方
針
が
説
明
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
プ
レ
イ
中
の
審
判
の
立
ち
位
置
や
、

野
球
規
則
の
変
更
点
な
ど
で
、
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

活
発
な
議
論
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
審
判
団
に
昨
年

加
わ
っ
た
斎
藤
敏
幸
さ
ん
（
横
浜
運
輸
区
）
が
新

た
に
副
審
判
長
に
就
き
、
深
沢
審
判
長
、
緑
川
事

務
長
な
ど
他
の
役
員
の
留
任
が
承
認
さ
れ
総
会
は

終
了
し
た
。

　

一
八
時
か
ら
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
三
月
か
ら

始
ま
る
野
球
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
に
向
け
、
全
体
で

鋭
気
と
団
結
を
養
っ
た
。

成
績
表

Ａ
ク
ラ
ス
（
二
周
）

　

鈴
木　

博
文　
　
　
　

 

新
橋
支
部

　

   

四
〇
分
二
二
秒　

蒲
田
駅

　

長
谷
川　

雄
次　
　
　

神
奈
川
地
区
本
部

　
　

四
四
分
三
〇
秒　

横
浜
電
力
技
セ
Ｏ
Ｂ

　

大
森　

良
明　
　
　
　

大
宮
地
区
本
部

　
　

四
四
分
三
五
秒　

信
通
技
セ
（
エ
ル
ダ
ー
）

Ｂ
ク
ラ
ス
（
一
周
）

　

新
井　

孝
久　
　
　
　

八
王
子
地
区
本
部

　
　

二
一
分
五
〇
秒　

立
川
車
掌
区

　

吉
田　

孝
志　
　
　
　

神
奈
川
地
区
本
部

　
　

二
三
分
三
四
秒　

相
模
原
運
輸
区　
　

　

佐
藤　

幸
雄　
　
　
　

大
宮
地
区
本
部

　
　

二
三
分
四
六
秒　

大
宮
電
力
技
術
セ

 第 3 位　湯浅さん

35才37才46才

歓迎

黒
磯
機
関
区

新
鶴
見
機
関
区

隅
田
川
機
関
区

国労加入
12
12

12
12

12
28


